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TRIMetバーチャル鳥羽離島病院実証プロジェクト

実証内容

《主な実証内容》

【中間報告】

主な検証項目

活用する技術の特徴

● 離島地域における安定した医療サービスの提供は、島民が安心して暮らし
ていく上で必要不可欠。

● 人口減少による厳しい診療所運営、全国的なへき地医療に携わる医師不足に
よる診療所医師の持続的な確保が困難。

⇒離島地域での効率的な医師配置やICTを利用した診療等、最適な診療所運営手法の確立が必要
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目指す姿・期待する効果

島の課題

● ICTを活用して複数の離島が連携した、効率的な診療体制を構築
鳥羽市内４離島と本土側診療所の医療資源の効率的活用とコスト負担改善のため、グループ診療

と多職種連携、オンライン診療を組み合わせた「バーチャル鳥羽離島病院構想」の実現を目指す。

● 島に医師が不在時でも対応可能な安心できる「離島」での生活を確保
オンライン診療により、島に医師が

不在時にも繋がることができ、島民の
不安軽減と医療の質の維持を可能とする
ことで、持続可能な安心できる「離島」で
の暮らしを確保する。

また、将来的には医療の他に薬剤師や
介護等の分野でも導入を目指す。

その他関係者が協力

● 鳥羽市離島４島にある神島、桃取、菅島、坂手
診療所および本土の鳥羽市立診療所３施設の計７
診療所に、クラウド型電子カルテと遠隔診療支援
システムを導入し、７診療所にてオンライングル
ープ診療が行える環境を整備し、その有効性等を
評価・検証する。

● 新型コロナウイルスの感染拡大に備え、遠隔診
療による島民の感染症リスクを低減に繋げる。

《概 要》

神島、答志島等

（三重県鳥羽市） ※TRIMet: Toba Rural area & Island Medical team

● 離島診療所におけるクラウド型電子カルテの利便性、有効性に関して評価
● 離島診療所における遠隔診療支援システムの運用方法をまとめ、対面診療との差を評価
● ICTを用いての診療に対する島民の負担や対面診療との差などを評価

電子カルテ、医事会計、遠隔診療
支援システムの操作研修を実施

● クラウド型電子カルテと遠隔診療支援システムを導入し、オンライングループ診療を実施。
● 看護師が常駐する診療所においては、看護師から医師へのオンライン診療（D to P with N）を

依頼することにより、電子聴診器などを用い、診察を可能とする。オンライン診療でも対面診療
と同等の医療の質を提供できることを検証。

● 受診のため診療所に赴けない患者に対しては、リアルタイムバイタル・映像・音声モニタリン
グ機能を用いることにより、遠隔モニタリング（D to P,N to P）を実施し、有効性を検証。

離島および本土の７診療所にて、電子カルテ、遠隔診療支
援システムの運用を開始。

遠隔支援診療システム運用にあたり、電子聴診器の雑音や感度、聴診器の当て方や通話の手法を検討

• 遠隔診療支援プラットフォーム（セコムVitalook）
生体データを常時リアルタイムに収集・蓄積し、医師や看護師が遠隔から確認可能。オートアラート、ビデオ通
話、トレンドグラフ表示、連携機関との情報共有が可能。
• クラウド型電子カルテ（セコムOWEL）
データはすべてセコムのデータセンターで安全に保管。医療事務システムと連携し、会計業務の簡略化も可能。


